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「マスター、それじゃ辞書のままじゃないです

か」と不満そうだ。

「ここから想像を膨らませればいい。ただ、メ

トリクスというのは、別にソフトの世界に限っ

たものではないので、正しくは“ソフトウェ

ア・メトリクス”とする必要があるかな」

「想像を膨らますんですか。そうですね。ソフ

トウェアの開発工程あるいはプロセスの状態を

計測する基準、と言う感じですか」

「ちゃんと想像できたじゃない。言葉の上では

良いと思うよ。で、例えばどんなのが考えられ

るかな？」

「そうですね。マスターがいつも言っている

『生産性データ』もその一つですよね。実装プ

ロセスに於ける単位時間当りの生産行数とか、

全工程に於ける生産データですよね」

「確かに、それは代表的なメトリクスだね。要

するに、開発工程などのプロセスの様子が、そ

の数字に表現されることで、取り組みの効果や

習得のレベルを測ったり、まだ不十分な状態や

ポイントを知ることができるわけだ」

彼は、出来立てのコーヒーを啜りながら、

「私が迷っていたのは、実は自分たちの学習効

果をどうやって測れば良いのかということでし

た。マスターに教えてもらって、要求の仕様化

のところに集合の概念を持ち込んだつもりで

も、その出来栄えを判断する方法がないと、改

良のきっかけが得られないのではないか、そう

なると、皆が好き勝手に“書いている”で終

わってしまうんじゃないか、という不安がある

んです」

リーダーとして、実に健全な状態だ。

「今度はその問題に臨むという気持ちがヒゲに

現れているんだね」

と言われて、彼はまたコーヒーを啜って、話題

が横に流れるのを防いでいる。よし、こいつは

本気だな。

「メトリクスには、ソフトウェアの開発を続け

るかぎり、最初から恒常的に収集すべき項目

と、改善に取り組んだ事に対して計測を開始す

る項目がある。もちろん、その後は継続して取

り組んでもいいんだが、手を付けていない間

は、計測の意味を見い出しにくいからね」

「生産性とか“ＫＬＯＣ”当りのバグの発生率

などは前者の項目ですね」

「そうだね。これは恒常的に必要な項目だね」

「そうなると、取り組みに対して発生する項目

というのは？」

「例えば、あなた達は要求の仕様化に取り組ん

だよね」

「はい、各所で取り組んでいて、表現はだいぶ

安定してきたと思います」

「でも、評価の基準は無い？」

「そうです。昔の“散文”形式か

ら“Excelでの箇条書き”形式に変

えたので、『項目数』というデー

最近、日本版ＣＭＭはどうなっているのかと、

よく聞かれる。私も、喫茶店のマスターという

立場では、この情報を集める手立てはない。店

に来る客の会話から状況を判断するしかない。

ＳＥＡという組織がボランティアで「ＣＭＭ」

を翻訳したときは、ＳＥＩから版権の許可を

とって出版にこぎつけたが、今回は、経産省が

絡んだために、役所の人事移動によって方向が

定まらない。２００５年から「ＣＭＭＩ」に切

り代わるというのに、困ったものである。

さて、梅雨ももうすぐ明けそうだが、この前、

大阪に行ったときはミンミンゼミが盛んに鳴い

ていたが、こっちは、やたらと涼しいためにセ

ミの鳴き声は聞こえない。店の外の歩道にべっ

たり張り付いた落ち葉を片付けて、開店の準備

が整ったところに、

「マスター、おはよう」

と、ヒゲを生やした客が入ってきた。

よく見ると、常連の客である。

「おや、ヒゲを生やしてどしたの？　

何か変化させたいことでもあったのかな？」

彼は、いつもの場所であるカウンターの手前側

にゆっくりと座って、出されたミネラルウォー

ターを飲んだ。彼は煙草を吸わないので、急い

でコーヒーの準備にとりかかる。

「マスターを見ていると、ヒゲも良いかなと

思って、というのは冗談ですけど。プロセスの

改善が、ようやく皆に受け入れられてきたこと

もあって、ぼちぼちと動き始めてきたのでね。

ひとつ、ここで気分を変えて航海に出ようか、

という感じですかね」

「ある程度、航海の準備は出来てきたというこ

とかな」

「そうですね。１年以上かかりましたね。いろ

いろと説得したり、協力してくれるリーダーの

ところで試行してみたり、その結果を積極的に

公開し説明してきたことで、プロセスの改善と

いうものが、決して負担を増やすものではない

ことを理解してくれるようになったと思いま

す。トップの方も理解してくれたようで、無意

味に急かされることが無くなりました」

「そう、それは良かったね。一時的には負担は

増えるけど、そんな時間は直ぐに取り返せるか

らね。根気よく説得し続けた成果だね」

ドリップから広がるコーヒーの香りに包まれな

がら、彼の表情をみる。どうやら航海に対する

不安が残っているようだが、自分の不安をどう

表現するかを見る意味からも、彼の方から切り

出すのを待つことにしよう。今、ここにはド

リップにお湯を注ぐ静かな音と、ドリップから

コーヒーが落ちる軽やかな音しかない。

「マスター、メトリクスって良く分からないの

ですが」

なるほど、やっぱりそこかと思いながら、

「簡単に言ってしまえば“測定基準”だよね」

とからかってみた。
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プロセス改善の取り組みは、適切なメトリクス
で計測しないと、活動が続かなくなる

タは収集できますが」

「でも、それで何が分かるのかってことだね。

項目数とプロジェクトの規模は相関することは

分かるだろうが、要求仕様の書き方が改善され

たかどうかは、それでは全く見えないよね」

「そうなんです」

「おいおい、“そうなんです”で終わりかい？

　それじゃ情けないぜ。要求の仕様化の表現が

望ましい状態になれば何が変わるか？」

「仕様関係のバグが減ると思われます」

といって、その後が続かない。どうやら此処で

思考を止めていたようなので、攻めてみること

にした。

「それだけか？そんなのは新人でも分かるよ」

と言われて表情を変えた。此処からが勝負だ。

さっき使ったネルのドリッパーをお湯で洗いな

がら彼の反応を待つ。しばらく静寂が続く。

「そういえば、企画部門からの“注文”が早い

段階から出ているようです。それに、設計者の

中で行っているレビューでも、仕様の漏れなど

が多く指摘されているようです」

「その変化が、仕様化の取り組みの効果として

見えていなかったのかね」

「効果のような感じはあったのですが、今、マ

スターに言われるまでは、強い関連を意識して

いませんでした」

「今日は朝から、ここに来た効果があったね」

「ということは、バグの原因別データと、レ

ビューでの原因別データ、それと企画からでる

要件変更の件数、などがあれば出来栄

えは測れますね」

「う～ん、６０点だね、要件の変更は

企画からとは限らないだろう？」

「そうですね。仕様化が甘いままで

は、設計や実装に入ったところで仕様の不備や

矛盾に気付いて、仕様に制限を加えたりしまし

たね。ということは、要件変更の依頼者や変更

の発生時期が変わっていけば良いんですね」

こうして考えられるところを見ると、彼は自分

と対話するのがうまく無いのかも知れない。

「そうだね。要件の変更依頼書やレビューの報

告書に、ちょっとした仕掛けをすれば、これく

らいのデータは直ぐに取れるでしょう」

「はい、ほとんど負担はないと思われます。Ｄ

Ｂでもちょっとプログラムを定義すれば、簡単

にグラフ化できますし」

「そうだよな、便利な時代だよな。昔は、デー

タは集めてもそれを表やグラフにするのが大変

でね。今は、こんなに簡単にできるのに、誰も

データを取って自分のレベルを追跡しようとし

ない。ま、そういう人はまもなく出番がなくな

るだろうが」

一つの答えが見えたことで、彼の表情がだいぶ

落ち着いた。

「ところで、新しいメトリクスは要求仕様だけ

で良いのかい？」

「いえ、要件管理にも取り組んでいますし、Ｐ

ＦＤを使ってのプロセスの設計や、ピアレ

ビューにも取り組んでいますので、自分で一度

考えてみます。整理がついたらまた来ます」

といって店を出た。　　　　　　　　　　◆
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最
近
、
後
続
車
を
睨
み
つ
け
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
の
車
が
あ
る
。
夜
、
信
号
な
ど
で

停
車
し
た
と
き
に
、
前
に
こ
の
車
が
居
る

と
、
ど
う
し
て
私
が
睨
み
つ
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
う
。
メ
ー
カ
ー

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
奇
抜
さ
を
狙
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
車
の
後
ろ
を
走
る

私
に
と
っ
て
は
実
に
不
快
で
あ
る
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
七
年
ほ
ど
前
に
ミ
ニ
バ
イ
ク
で
走
っ
て

い
た
と
き
、
前
を
走
っ
て
い
た
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
車
か
ら
捨
て
ら
れ
た
た
ば
こ
の
吸
い

殻
が
、
私
の
バ
イ
ク
に
当
た
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
も
う
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

け
れ
ば
、
服
に
穴
が
あ
い
て
い
た
だ
ろ

う
。
い
や
、
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
は
な
い
の
で
、
顔
の
下
半
分
に
当

た
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
窓
か
ら
火
の

付
い
た
吸
い
殻
を
捨
て
た
運
転
手
は
、
こ

の
よ
う
な
被
害
を
与
え
る
可
能
性
は
想
像

も
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
想
像
力
の
貧

困
で
あ
る
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
最
近
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
電
車

に
乗
る
人
が
増
え
て
き
た
。
学
生
の
他
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
背
広
の
上
か
ら
背
負
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
文
句
は
な
い
。
問

題
は
、
背
中
に
背
負
っ
た
ま
ま
混
ん
だ
電

車
に
の
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
後
ろ
に

立
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
邪
魔
に
な
っ

て
し
か
た
が
な
い
。
前
に
抱
え
る
か
、
足

元
に
下
げ
て
欲
し
い
が
、
そ
れ
を
注
意
し

よ
う
も
の
な
ら
命
を
失
う
危
険
が
あ
る
の

で
、
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
る
。
電
車
の
揺

れ
を
“
活
用
”
し
て
、
場
所
を
少
し
ず
ら

す
し
か
な
い
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
傘
の
先
を
後
ろ
に
振
り
上
げ
て
歩
く
人

も
い
る
。
真
横
に
持
っ
て
歩
く
わ
け
で
は

な
い
が
、
身
体
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
後

　
「
背
中
」
と
い
う
言
葉
か
ら

す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
の
は
、

「
父
親
の
背
中
」
で
あ
ろ
う

か
。
日
常
の
中
で
、
一
般
に
父

親
は
母
親
に
比
べ
て
子
供
に
接

す
る
時
間
が
少
な
い
た
め
、
父

親
の
背
中
を
見
て
育
つ
と
言
う

部
分
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
そ
れ
に
は
「
父
親
と
し

て
の
尊
厳
」
が
条
件
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
少
年
犯
罪
を
見
て
い

る
と
、
「
父
親
」
の
存
在
を
感

じ
さ
せ
な
い
。
父
親
が
、
子
供

の
成
長
、
特
に
「
自
己
の
形

成
」
と
い
う
成
長
過
程
で
関

わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
こ
で
は
「
背
中
」
す
ら

見
せ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
子

供
の
目
に
見
え
て
い
る
の
は
、
社
会
の
歯

車
の
中
で
疲
れ
切
っ
た
父
親
の
背
中
で
あ

り
、
リ
ス
ト
ラ
に
脅
え
る
父
親
の
背
中
で

あ
る
。
子
供
は
、
そ
の
背
中
か
ら
は
、
自

分
の
生
き
方
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

特
に
男
の
子
の
場
合
は
、
こ
れ
は
父
親
以

上
に
不
安
な
状
態
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
二
五
年
前
、
自
動
車
の
免
許
を
取
る
た

め
に
教
習
所
に
通
っ
て
い
た
と
き
、
教
官

か
ら
「
後
ろ
の
車
に
優
し
い
運
転
」
を
す

る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
前
は
、
自
分
の
責

任
で
見
え
る
。
だ
か
ら
後
ろ
に
続
い
て
く

る
車
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
運
転

を
す
る
こ
と
が
大
事
と
言
う
意
味
で
あ
る
。

私
が
見
え
て
い
る
状
況
を
後
ろ
に
伝
え
る
こ

と
も
必
要
だ
。
渋
滞
を
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
で

知
ら
せ
る
の
も
そ
の
中
の
一
つ
だ
が
、
そ
れ

を
点
灯
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
配
慮
が
必

要
だ
。
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
と
ブ
レ
ー
キ
ラ
ン

プ
の
点
灯
の
仕
方
で
、
何
通
り
か
の
情
報
を

作
り
出
せ
る
。
減
速
の
場
面
も
ブ
レ
ー
キ
ラ

ン
プ
の
付
け
方
を
考
え
れ
ば
数
通
り
で
き

る
。
こ
れ
ら
は
、
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
か
ら
見
え

る
後
続
車
の
状
況
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
か
、
普
段
、
道
を
歩
い
て
い

る
と
き
も
、
歩
行
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
と
き

に
、
つ
い
振
り
返
っ
て
「
後
続
者
」
を
確
認

し
て
し
ま
う
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
真
っ
黒
な
排
気
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
し
て
走

る
車
が
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
多
い
が
、
業
務

用
と
思
わ
れ
る
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
で
も

時
々
あ
る
。
整
備
の
手
抜
き
で
あ
る
。
こ
の

排
ガ
ス
の
煙
は
後
ろ
を
走
る
車
に
と
っ
て
は

迷
惑
千
万
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
外
気
の
取
り
入
れ
を
遮
断
し
、

準
警
戒
モ
ー
ド
に
入
る
。
何
故
っ
て
？
　
こ

う
い
う
運
転
手
は
、
「
背
中
」
に
優
し
く
な

く
、
突
然
車
線
を
変
え
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
異
常
に
明
る
く
し
て
走

る
車
も
、
後
ろ
を
走
る
者
に
と
っ
て
迷
惑
で

あ
る
。
こ
の
機
能
は
、
国
産
車
に
は
ほ
と
ん

ど
付
い
て
い
な
い
思
わ
れ
る
が
、
自
分
の
車

の
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
こ
と
な
ど
気
に
し
て
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
見
せ
つ
け
か
。

音音

ば
、
何
処
が
悪
い
の
か
考
え
れ
ば
よ
い

し
、
関
係
す
る
文
献
を
読
ん
だ
り
、
適

当
な
人
に
相
談
し
た
り
す
れ
ば
よ
い
。

い
や
、
そ
う
や
っ
て
で
も
自
分
の
可
能

性
を
広
げ
れ
ば
よ
い
。
そ
う
し
て
一
〇

年
経
っ
た
と
き
、
自
分
に
は
も
っ
と
可

能
性
が
あ
る
と
思
え
る
だ
ろ
う
。

　
ど
ん
な
仕
事
に
就
い
て
も
、
一
〇
年

も
本
気
に
な
っ
て
技
術
を
追
及
す
れ

ば
、
相
当
な
と
こ
ろ
ま
で
上
手
く
成
れ

る
。
例
え
ば
「
企
画
」
の
仕
事
の
場
合

は
、
「
要
求
ア
ナ
リ
ス
ト
」
と
し
て
の

技
術
を
追
及
す
れ
ば
よ
い
。
評
価
部
門

で
あ
れ
ば
、
テ
ス
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

や
、
テ
ス
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
の
技
術
を
追
及
す
れ
ば
よ
い
。

　
多
く
の
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
も
っ
と
上
手
く
」
な
ろ
う
と
す
れ

ば
、
生
産
性
が
改
善
さ
れ
て
、
過
労
死

や
過
労
自
殺
も
解
消
す
る
は
ず
だ
。

ろ
に
傘
の
先
が
残
っ
て
い
る
。
小
さ
な
子
供

に
と
っ
て
は
顔
の
辺
り
の
高
さ
で
あ
る
。
大

人
で
も
、
足
に
ぶ
つ
け
ら
れ
そ
う
に
な
る
た

め
、
距
離
を
あ
け
る
か
コ
ー
ス
を
変
え
な
け

れ
ば
、
危
な
く
て
仕
方
が
な
い
。
こ
れ
が
昇

り
階
段
の
場
合
は
数
段
下
に
い
る
大
人
の
顔

の
所
に
“
突
き
つ
け
ら
れ
る
”
こ
と
に
な

る
。
こ
の
人
に
と
っ
て
、
自
分
の
「
後
ろ
」

は
関
係
の
な
い
世
界
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
新
幹
線
に
乗
っ
た
と
き
、
後
ろ
に
人

（
私
）
が
続
い
て
い
る
の
に
、
四
人
の
大
人

が
通
路
を
塞
い
で
ど
っ
ち
に
座
る
か
話
し

あ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
話
し

あ
っ
た
ら
、
他
の
乗
客
の
邪
魔
を
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
想
像
も
し
て
い
な
い
の
か

　
出
張
先
の
ホ
テ
ル
で
見
た
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
中

で
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー

選
手
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

イ
チ
ロ
ー
選
手
ら
し
い
と
言
え

ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
「
プ
ロ
」
と
し
て

仕
事
を
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

く
ら
い
の
意
識
で
い
た
い
と
思
っ
て
、

す
ぐ
に
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
ん
だ
。

　
誰
も
、
自
分
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
の

か
知
ら
な
い
。
そ
れ
は
結
果
と
し
て
し

か
知
る
方
法
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
昨

日
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
、
自

分
の
可
能
性
は
広
が
ら
な
い
。
も
っ
と

少
な
い
時
間
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
も
っ
と
変
更
に
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
書
き
た
い
。
「
も
っ
と
上
手
く
な
り

た
い
」
と
思
っ
て
取
り
組
ま
な
い
か
ぎ

り
、
そ
れ
は
叶
わ
な
い
。
や
っ
て
み
て

思
っ
た
よ
う
な
結
果
に
な
ら
な
け
れ

と
思
っ
て
、
じ
っ
と
四
人
の
顔
を
見
て
待
っ

て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
よ
う
や
く
そ
の
中

の
一
人
が
私
に
気
付
い
て
通
路
を
開
け
て
く

れ
た
が
、
こ
の
四
人
は
、
ど
う
み
て
も
会
社

の
「
部
長
」
ク
ラ
ス
と
思
し
き
人
た
ち
で
あ

る
。
会
社
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
組
織
の
中
に

居
る
状
態
が
長
く
続
く
と
、
こ
う
も
社
会
的

な
感
覚
が
鈍
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
◆
　
―
　
●
　
―
　
◆

　
お
っ
と
、
前
の
座
席
の
人
が
突
然
シ
ー
ト

を
い
っ
ぱ
い
に
倒
し
て
き
た
。
後
ろ
の
席
に

人
が
座
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
気
遣
う
そ
ぶ
り

も
見
せ
な
い
。

　
あ
ぁ
、
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
「
背
中
」

に
優
し
く
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
■

「
自
分
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
ま
で
上
手
く
な
り
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
チ
ロ
ー
選
手
）

「背中」に優しくない社会

今月の一言


